
 

バイオマス変換触媒研究会 
 

１．研究会の目的  

 現代社会において、石油はエネルギー資源としてだけではなく、身の回りの化学製品の

原料としても重要な役割を担っている。しかしながら、近年の原油価格の乱高下により原油

供給が不安定化したことに加え、石油は有限な化石資源であるため、石油への依存度の低減

と社会システムの低炭素化が望まれている。そこで、安定した炭素資源を供給するため、賦

存量が多く再生可能なバイオマスからエネルギーや化学製品の原料を製造するバイオマスリ

ファイナリーの構築が注目されている。バイオマスから燃料・化学品を合成するプロセスと

しては、これまで酵素、硫酸、アルカリによるバイオエタノールやバイオディーゼルなどの

燃料合成を中心に研究が進められてきた。しかし、バイオマスの骨格構造をそのまま単離し

て化学品やプラスチックス原料など多様な化学品の合成反応開発が求められている。このよ

うな化学変換を可能とする技術として、触媒には大きな期待が集まっている。本研究会は、

バイオマスや糖関連化合物の変換における新触媒・新反応の開発に興味をもつ会員相互の情

報交換の場を提供することを目的とする。本研究会は平成 20 年度に発足し、9 年目を迎えて

いる。  
 

２．研究会活動の概略、動向、展望 （敬称略） 
これまでの活動により研究会メンバーの 4 名が JST ALCA のバイオマス変換関連プロジェ

クトの研究代表者となっている。このことは当研究会の学理、実用性が触媒の分野だけでな

く、生命科学、農学を含めた幅広い分野で高く評価されていることを示している。また、バ

イオマス変換をターゲットとした日本－EU 間の国際共同研究プロジェクト JST NOVACAM
では日本側研究代表者の 5 名中 3 名は当研究会のメンバーである。なお、平成 28 年 9 月 21
（水）～23 日（金）に岩手大学で開催された第 118 回触媒討論会の研究会セッションでは 1
件の受賞講演を含め、計 25 件の口頭発表、10 件のポスター発表があり、活発な討論がなさ

れた。平成 29 年度の活動としては、引き続き触媒討論会 A にセッション参加するとともに、

研究会メンバーを中心として大型プロジェクトの獲得実施を計画している。既にバイオマス

変換は実用段階に達しており、より高効率な変換プロセスが求められている。この社会的ニ

ーズに応えるべく、当研究は実用化プロジェクトを実施し、成果の社会還元を目指す。 
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